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審査結果の所見 

本研究は、これまで自閉症患者で報告されている DNA の CNV（Copy 

number variations：コピー数多型）異常を、ゲノム編集技術を用いて網

羅的にモデル細胞を作成し、培養下でシナプスの変化につき解析し、モ

デルマウスの作成に発展させた上で、これらマウスのイメージンク解析

や行動解析を通じ自閉症の神経回路異常の本体に迫ろうとするもので、

独自性も高く、優れた研究として評価できる。一方、どの CNV の異常

を優先して解析するのか、また行動解析で得られる表現型の解釈などの

戦略にも疑問が残る。さらに脳腸管連関の解析を他の解析結果とどのよ

うに関連づけるかについては未知な部分が多い。しかしながら全体とし

てはまとまった提案であり、研究代表者のこれまでの実績も評価すると

一定の成果が期待でき、基盤研究（Ｓ）として採択すべき課題であると

判断した。 

 

 

 

  




